２０１２年度（平成２４年度）
ＪＰＯ派遣候補者選考試験について
２０１１年１０月
国際機関人事センター


　２０１２年度（平成２４年度）ＪＰＯ派遣候補者選考試験について、実施スケジュール及びこれまでの試験との主な変更点をお知らせします。
　なお、本試験のお問い合わせには応じておりません。募集要綱の公表までお待ちください。

１　実施スケジュール（予定）
	募集要綱の公表
	２０１２年（平成２４年）１月頃

	募集期間
	２０１２年３月上旬から同年５月中旬

	第１次審査（書類審査）結果発表
	６月（第２次審査の約１カ月前）

	第２次審査
	７月から８月 （受験地は東京のみ）

	最終結果発表
	第２次審査の約１カ月後


　
２　主な変更点
（1） 募集期間は、３月上旬から５月中旬に変更になりました。
募集の締め切りが、約１カ月早くなります。
（2） ＴＯＥＦＬのスコアの提出が必須となります。
前回は、第２次審査の際に、ＴＯＥＦＬ、ＴＥＦ、国連英検特Ａ級の結果のいずれかを提出していただきましたが、今回は、ＴＯＥＦＬのスコアの提出を必須とし、また、応募の際に提出することに変更しました。２０１２年度試験の応募を検討している方で、まだＴＯＥＦＬを受験されていない方は、早めに受験してください。
（3） 第２次審査では、英語の筆記試験を加えるなど、英語の職務遂行能力の審査の比重をより大きくします。
（4） 派遣開始時期は、最終結果発表から２０１３年３月末までです。
これまでは、試験を実施した翌年度末まで（２０１１年度試験の合格者については、２０１３年３月末まで）に派遣していましたが、試験実施から、派遣までの期間が短くなります。

＊＊＊

語学試験のスコアの提出について

· すべての応募者は、ＴＯＥＦＬのスコアの提出が必須となります。
· ＴＯＥＦＬのスコアに加えて、ＴＥＦのスコア又は国連英検特Ａ級を合格した際の第１次及び第２次試験結果通知書を提出される場合には受理し、審査の際に考慮します。なお、審査基準についてのお問い合わせには応じません。
· ＴＯＥＦＬ、ＴＥＦ、国連英検特Ａ級、いずれの場合も、２０１１年５月１日から２０１２年４月３０日までに受験したものが有効です。
· ＴＯＥＦＬのスコアについては、応募の際に、ＴＯＥＦＬ ｉＢＴの終了後にオンライン上で確認できるスコアを印刷したものや受験者宛に郵送される「Examinee Score Report」のコピーを提出し、「Official Score Report」が、募集開始から第２次審査までの間に、ＴＯＥＦＬ主催団体から外務省国際機関人事センターに届くよう手続きを取っていただきます。
・応募の際に提出されたスコアと「Official Score Report」のスコアが一致しない場合には、受験資格を満たしていないものとして扱われます。
・ＴＯＥＦＬのスコアの確認方法やOfficial Score Reportの送付方法については、ＴＯＥＦＬ主催団体のウェヴサイト等で確認してください。

第２次審査について

· これまでも第２次審査において、英語以外の受験語である応募者も含め、英語による応答を行ってきましたが、今回から、英語の筆記試験を加えるなど、英語の職務遂行能力の審査の比重をより大きくします。
· 具体的な実施方法等については、同審査の対象者（第１次審査合格者）に対して説明します。


※　２０１１年度（平成２３年度）第２回ＪＰＯ派遣候補者選考試験は実施しません。
